
講義名称 社会福祉概論Ⅰ

開講責任部署 大学

講義区分 講義

基準単位数 2.0

科目群（区分） 社子理作看→専門基本／経→主題

アクティブ・ラーニング実施の有無 実施有り

開講時期 1年前期　※社子理作看は「社会福祉概論Ⅰ」、経は「社会福祉概論」

必修・選択 社子→必修／理作看経→選択

卒業認定・学位授与の方針との関連 社会福祉学科（2）、子ども教育保育学科（2）、理学療法学科（1）、作業療法学科（1）、看護学科（1）（2）、総合経済学科
（1）

所属名称 ナンバリングコード

金城大学人間社会科学部子ども教育保育学科 23112001

金城大学看護学部看護学科 73210431

金城大学医療健康学部作業療法学科 53210404

金城大学人間社会科学部社会福祉学科 13114101

金城大学医療健康学部理学療法学科 43210404

担当教員

授業
概要

第1に現代の社会福祉について社会保障・社会福祉制度とソーシャルワークを中心に総合的に解説し、第2に国際的政策課題にふれながら福祉政策と関連政策につ
いて解説する。第3に社会福祉にかかわる全般的な基礎知識の体系的学修と基本的用語を説明するなかで、社会福祉の対象認識および援助観を含んだ社会福祉観に
ついて学んでいく。授業を通して、現代の社会問題について社会福祉の視点から理解するとともに、社会福祉の担い手と施設・事業の実態、支援の方法、福祉政策
の動向と課題について理解を深める。

到達
目標

１　現代の社会問題について社会福祉の視点から理解することができる。
２　社会福祉の担い手と施設・事業の実態、その援助や支援の方法について説明することができる。
３　福祉政策の概念・理念、その動向と課題について理解することができる。

授業計画表
授業計画表

履修に必要な予備知識や技能 現代社会の抱える問題について幅広く関心をもって、ニュースや新聞紙上において情報を収集しておくこと

課題に対してのフィードバック 小テストを実施した場合は返却する。アクティブラーニングを適宜取り入れ、次回授業でフィードバックする。

評価方法・基準 定期試験80％　小テスト10％　受講態度10％

教科書 教科書：『社会福祉の原理と政策』ミネルヴァ書房

実務経験の内容・期間 市社協福祉活動専門員　10年
県社会福祉士会副会長・理事　15年

氏名 所属

◎ 内　慶瑞 大学・人間社会科学部・子ども教育保育学科

第1回

【授業計画】

オリエンテーション　社会福祉の原理

【事前事後学修の内容】

事前に現代における社会福祉の対象（高齢者・障がいのある人・子ども等）や福
祉専門職について調べる。

【事前事後学修時間（分）】

60

第2回

【授業計画】

社会福祉の歴史１　日本

【事前事後学修の内容】

教科書（次回分）の予習（範囲は授業時に伝達する）　先週の分の復習

【事前事後学修時間（分）】

60

第3回

【授業計画】

社会福祉の歴史２　海外

【事前事後学修の内容】

教科書（次回分）の予習（範囲は授業時に伝達する）　先週の分の復習

【事前事後学修時間（分）】

60

第4回

【授業計画】

現代の社会問題１　社会問題への視点

【事前事後学修の内容】

教科書（次回分）の予習（範囲は授業時に伝達する）　先週の分の復習

【事前事後学修時間（分）】

60

第5回

【授業計画】

現代の社会問題２　グルーバル時代の社会問題

【事前事後学修の内容】

教科書（次回分）の予習（範囲は授業時に伝達する）　先週の分の復習

【事前事後学修時間（分）】

60

第6回

【授業計画】

現代の社会問題３　日本

【事前事後学修の内容】

教科書（次回分）の予習（範囲は授業時に伝達する）　先週の分の復習

【事前事後学修時間（分）】

60

第7回

【授業計画】

社会福祉の思想

【事前事後学修の内容】

教科書（次回分）の予習（範囲は授業時に伝達する）　先週の分の復習

【事前事後学修時間（分）】

60

第8回

【授業計画】

社会福祉の哲学

【事前事後学修の内容】

教科書（次回分）の予習（範囲は授業時に伝達する）　先週の分の復習

【事前事後学修時間（分）】

60

第9回

【授業計画】

社会福祉の理論１　社会福祉の原理論

【事前事後学修の内容】

教科書（次回分）の予習（範囲は授業時に伝達する）　先週の分の復習

【事前事後学修時間（分）】

60

第10回

【授業計画】

社会福祉の理論２　福祉国家

【事前事後学修の内容】

教科書（次回分）の予習（範囲は授業時に伝達する）　先週の分の復習

【事前事後学修時間（分）】

60

第11回

【授業計画】

社会福祉の理論３　福祉政策

【事前事後学修の内容】

教科書（次回分）の予習（範囲は授業時に伝達する）　先週の分の復習

【事前事後学修時間（分）】

60

第12回

【授業計画】

福祉政策の機能１　機能と実施過程

【事前事後学修の内容】

教科書（次回分）の予習（範囲は授業時に伝達する）　先週の分の復習

【事前事後学修時間（分）】

60

第13回

【授業計画】

福祉政策の機能２　政策の決定

【事前事後学修の内容】

教科書（次回分）の予習（範囲は授業時に伝達する）　先週の分の復習

【事前事後学修時間（分）】

60

第14回

【授業計画】

福祉政策の機能３　政策の実施方法

【事前事後学修の内容】

教科書（次回分）の予習（範囲は授業時に伝達する）　先週の分の復習

【事前事後学修時間（分）】

60

第15回

【授業計画】

福祉政策の機能４　政策の評価　まとめ

【事前事後学修の内容】

全授業の総復習

【事前事後学修時間（分）】

90
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【授業計画】

社会福祉の思想

【事前事後学修の内容】

教科書（次回分）の予習（範囲は授業時に伝達する）　先週の分の復習

【事前事後学修時間（分）】

60

第8回

【授業計画】

社会福祉の哲学

【事前事後学修の内容】

教科書（次回分）の予習（範囲は授業時に伝達する）　先週の分の復習

【事前事後学修時間（分）】

60

第9回

【授業計画】

社会福祉の理論１　社会福祉の原理論

【事前事後学修の内容】

教科書（次回分）の予習（範囲は授業時に伝達する）　先週の分の復習

【事前事後学修時間（分）】

60

第10回

【授業計画】

社会福祉の理論２　福祉国家

【事前事後学修の内容】

教科書（次回分）の予習（範囲は授業時に伝達する）　先週の分の復習

【事前事後学修時間（分）】

60

第11回

【授業計画】

社会福祉の理論３　福祉政策

【事前事後学修の内容】

教科書（次回分）の予習（範囲は授業時に伝達する）　先週の分の復習

【事前事後学修時間（分）】

60

第12回

【授業計画】

福祉政策の機能１　機能と実施過程

【事前事後学修の内容】

教科書（次回分）の予習（範囲は授業時に伝達する）　先週の分の復習

【事前事後学修時間（分）】

60

第13回

【授業計画】

福祉政策の機能２　政策の決定

【事前事後学修の内容】

教科書（次回分）の予習（範囲は授業時に伝達する）　先週の分の復習

【事前事後学修時間（分）】

60

第14回

【授業計画】

福祉政策の機能３　政策の実施方法

【事前事後学修の内容】

教科書（次回分）の予習（範囲は授業時に伝達する）　先週の分の復習

【事前事後学修時間（分）】

60

第15回

【授業計画】

福祉政策の機能４　政策の評価　まとめ

【事前事後学修の内容】

全授業の総復習

【事前事後学修時間（分）】

90


